
 

 

「挨拶」は人と人とをつなぐ大切な言葉     校長：栗田あゆみ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

早寝・早起き・朝ご飯で 

心身ともに健康に！ 

 

令和６年７月１９日（金） 

学校教育目標 「夢をいだき夢に向かって生き生きと学ぶ子供の育成」 

めざす児童像      ○ 学び合う子供  ○ 支え合う子供  ○ 鍛え合う子供 

大崎市立古川第三小学校 

 

１年生が入学し，また在校生がそれぞれの学年へ進級し 

てから約100日間がたちました。その時その時の積み重ね

で，できることが増えたり，分かることが増えたり，できて

いたことができなくなったり，やるべきことをやらなくなっ

たりし，今日を迎えたと思います。ご家庭での様子はいかが

でしたでしょうか。 
 学校といたしましては，まずは学級づくり，学校づくりを第一に取り組んでまいりまし

た。特に学校生活の基本となる「挨拶（心掛け）」や「靴そろえ（整理整頓）」は委員会

活動や係活動が中心となって働き掛けていました。きちんとそろった靴箱を見ると，とて

も気持ちがいいです。それを子供たちが呼び掛け，自ら気を付けているというのが，すて

きだと感じています。挨拶については，６年生が１年生に「〇〇ちゃん，おはよう。」と

笑顔で声を掛けると１年生も安心した顔で「あ！おはよう。」と交わしている姿を見る

と，とてもうれしくなります。自分から明るく元気に声を掛けてくる子供たちが増えてき

ました。中には，仕方なく，いやそうに挨拶をしたり，無視したりしていく子もいます。

普段，家でも挨拶をしていない子なのかもしれません。あるいはよっぽどの恥ずかしがり

やなんだろうなと思っています。よく「相手に伝わらなければ挨拶とは言わない」「気持

ちがあれば，挨拶は自然にするものだ」などと言われます。「形だけ・・」「空々しい挨

拶・・」それでいいとは思いませんが，まずは「形」からでも習慣付けられるようにして

いきたいと思います。先日，あるクラスの道徳の授業を参観していた時に，「あたりまえ

に行っていることは？」という問いに対し，「食べる」「寝る」「遊び」「手伝い」「宿

題」「挨拶」「成長」が挙げられました。すごいなあと感心しました。最近，「あたりま

え」だと思っていたことが，そうじゃないのかもしれないと思うことがしばしばあったの

で，子供たちがこんなに意識しているのだとうれしく思いました。普段の生活，道徳の授

業などを通して，豊かな心をはぐくめるように今後も指導に当たっていきたいと思いま

す。「挨拶」は人と人とをつなぐ大切な言葉です。この夏休みは特に「おはようございま

す」「いただきます」「ありがとうごさいます」「おやすみなさい」など，ご家族から意

識して声を掛け合うようにしてほしいと思います。 

 そして夏休み明け，一回りも二回りも成長した子供たちが元気に登校してくるのを楽し

みに待っています。 

 



 

夏休みにおける家庭・地域での「判断力」     安心・安全な生活に向けて 
 
明日から夏休みです。学校でも安全に楽しく過ごすことができるように夏休みの生活につ

いて指導をしました。ご家庭でもお子さんへの声掛けをお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お知らせとお願い  
 

 ＊ 学校閉庁日における緊急連絡について（命に関わる事故等の連絡）＊ 

 【 閉庁期間 ８月９日（金）～８月 1８日（日） 】 

○ 閉庁期間の平日（9日，1３日，1４日，1５日，１６日） ⇒ 学校教育課 ℡ 23-2212 

○ 閉庁期間の土日及び祝祭日（1０日，1１日，1２日）  ⇒ 「eメッセージ」へのメール連絡 

※ 「eメッセージ」での緊急連絡の際は，「その他」を選択してください。 
 

 【本校におけるいじめに係る取組について】 

本校では，今年度もいじめ等の早期発見・早期対応・未然防止のために，日常の観察，児童・保護
者の皆様からの情報，学校生活アンケートの実施をしています。 
 ７月の学校生活アンケートから，友達との関わりでいやな思いをした児童は数名おりましたが，担
任による聞き取りや指導で対応しています。いじめの認知件数は「０」でした。 
気になることやご心配なことがございましたら，いつでも学校にご連絡ください。 

【安全な道路歩行や自転車の乗り方】 

・ 子供だけで学区外に遊びに行かない。ヘルメットの着用，交差点，横断歩道，見通しの悪い道路等 

は必ず一時停止し安全を確認してから自転車に乗る。 
 

【お子さんと一日の過ごし方の確認をする】 

 ・ 「いつ，だれと，どこに行く，何時に帰る」等 

 ・ 子供だけでゲームセンターや商業施設へは行かないこと，17時前には，帰宅すること。 

   ※ 17時以降の外出は，保護者同伴で 

・ お金の使い方（お金や物の貸し借り，貸与をしない。大きな問題の原因，発展につながります）。 

  ※ お子さんに与えた小遣い等のお金や情報端末の管理をお願いしいます。 

・ 安全で適切な場所での遊び（子供だけで川や用水路で釣りをしない。私有地で遊ばない）。 

・ 地域の方への礼儀正しい態度（注意されたときの素直な態度）。 
 

【学校・家庭でのメディアルール】 

夏休みに向けて，家庭でのメディアルールについて確認をお願いします。情報端末は，子供たちの生活

になくてはならないものとなっています。子供たちには「使用させない」ではなく，安全にまたは適切に

使用することができる力を身に付けさせていかなければなりません。学校と保護者の皆様とが，共通理解

の基に，情報端末を適切に使用ができるように繰り返し教えていく必要があります。どうぞ，夏休み中の

ルールを守った安全な情報端末の使用についてお子さんへの声掛けをお願いします。 

 

《 保護者による管理 》 
・ 常に，タブレットやスマホは保護者が取り扱い，必要なときに時間を守って使用させる（夜８時
以降にはタブレットやスマホを使用はさせない）。 

・ オンラインゲームの使用についての制限。 
・ 親の知らないうちに「知らない誰か」とのメッセージのやり取りの危険性。 

 
《 情報端末使用における最低限のルール 》 
・ SNSで友達の悪口を書き込んだり，仲間はずれにしたりしない。 
・ 自分や友達の動画をYouTube等に投稿しない。 
・ 勝手にアプリをダウンロードしたり，課金をしたりしない。 

 
夏休みの生活の約束についての詳細は，本日配付しました「あすなろっこの夏休み」をお子さんと一緒に

ご確認ください。 


